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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
外
務
省
が
中
国
政
府
に
出
し
た
「
口
上
書
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

在
中
国
日
本
国
大
使
館
の
新
事
務
所
へ
の
移
転
に
関
す
る
中
国
側
の
対
応
は
、
中
国
の
国
内
手
続
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
が
正
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
判
断
す
る
立
場
に
な
い
が
、
平
成
二
十
三
年
七
月
に
中
国
の

し
ゅ
ん

国
内
法
令
に
基
づ
く
竣
工
時
の
手
続
に
お
い
て
中
国
側
か
ら
建
築
許
可
の
申
請
時
と
の
面
積
の
違
い
を
指
摘
さ
れ
、
日
中
間

で
協
議
を
行
い
、
平
成
二
十
四
年
一
月
に
中
国
側
は
当
該
新
事
務
所
へ
の
移
転
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

三
に
つ
い
て

日
本
側
か
ら
中
国
側
に
対
し
、
日
本
側
は
、
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
昭
和
三
十
九
年
条
約
第
十
四
号
）
及

び
領
事
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
昭
和
五
十
八
年
条
約
第
十
四
号
）
並
び
に
日
本
の
国
内
法
令
の
範
囲
内
で
日
本
国

政
府
と
し
て
可
能
な
協
力
を
行
う
こ
と
、
中
国
企
業
に
よ
る
在
日
本
中
国
公
館
施
設
の
建
設
工
事
の
請
負
に
関
す
る
中
国
側

の
要
請
に
関
し
て
は
互
恵
の
精
神
に
立
脚
し
て
協
力
す
る
こ
と
、
並
び
に
当
該
建
設
工
事
に
従
事
す
る
中
国
人
要
員
の
査
証

等
に
つ
い
て
は
日
本
側
が
求
め
る
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
適
切
な
査
証
を
発
給
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と

を
内
容
と
す
る
口
上
書
を
発
出
し
た
。

一



四
及
び
五
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
口
上
書
は
、
外
務
本
省
か
ら
の
公
電
に
よ
る
指
示
に
基
づ
き
在
中
国
日
本
国
大
使
館
が
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
当
該
指
示
は
公
電
案
と
し
て
決
裁
さ
れ
、
当
該
決
裁
は
外
務
本
省
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
口
上
書
そ
の
も
の
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
相
手
国
と
の
関
係
も
あ
り
差
し
控
え
た
い
。

七
及
び
八
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
口
上
書
と
同
様
の
内
容
の
口
上
書
を
他
国
に
発
出
し
た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
口
上
書
を
発
出
し
た
後
、
在
中
国
日
本
国
大
使
館
の
新
事
務
所
へ
の
移
転
に
つ
い
て
中
国
側
か
ら

同
意
を
得
た
が
、
中
国
側
の
本
件
に
関
す
る
対
応
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

十
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
口
上
書
の
内
容
は
、
関
連
す
る
国
際
法
に
従
い
、
我
が
国
の
国
内
法
令
の
範
囲
内
で
協
力
す
る
と

い
う
、
当
然
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
他
国
に
対
す
る
も
の
と
同
じ
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
に
つ
い
て

二



で
述
べ
た
口
上
書
を
中
国
側
に
発
出
し
た
こ
と
が
、
「
今
後
我
が
国
の
対
中
外
交
に
お
い
て
悪
し
き
前
例
と
な
り
得
る
」
と

は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
口
上
書
は
外
交
使
節
団
と
接
受
国
の
外
交
機
関
と
の
間
の
一
般
的
な
連
絡
手
段
で
あ
る
。

三


